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企業のデザ イン組織

島 崎 雅 夫

1.企 業のIDの 傾向

最近の傾向をみます と、企業はIDの 外部依頼を減 らして、逆dz自 社内の

雇用デザイナーを増やしているようです。米国の工業デザイン協会でもこの

傾向は認めてお りましたし、 パ リのレイモン ド ローイの事務所で も製品デ

ザインの受注が減っているのを確かめました。オランダのフィリッブス社で

は 「咋年までは一部のデザインを外部のデザイナーに依頼していたが、今年

か らは自社内のデザイン部門で全部処理する。」と云 ってお りました。

企業が自社内にデザイン部門を設 けるのは、次の理由を満足する為に自社

内にデザイナーを置 く方が有利であるか らです。

(1)製 品のデザインはプロダク トプランニングの一環として行 うもので、企業

のプロダクトプランニングを把握 していなければ企業の実際に即したデザイ

ンは行なえません。

(2)製 品デザインは関連職能との相互理解 と密接な協同が必要です。

(3)デ ザイン部門 も他の職能 と同様に、その実質的計画権限 の ある ものの下

に、しか もそれに最 も近い場にある事が必要です。それは最高責任者 とのコ

ミュニケーシヨンを密にし、相互理解を深めて、デザインの創造とその決定

を迅速にします。
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(4)扱 うデザインの種類とその量が多い時は、'デザ イン組織内において{',門

化、分業化を行 う方が能率があが ります。製品群に分けて担当デザイナーを

決める方法や工場や事業場単位にデザイン部門を分権 させ るのもこの例に入

りますが、さらにデザイン部門内において創作を主としたデザイナーと、そ

れを補助するアシスタン トデザイナー、 ドラフトマン、 リエーゾンエンジニ

ヤ、モデルメーカー、 リサーチアナリス トなどの専門的分業化の方法があ り

ます。これ らの方法は大組織の企業にしてでき得 ることで、個人的なデザイ

ン事務所などでは経済的に不可能です。

(5)生 産性の向上 とサービス面での充実を図るためには部品の標準化と互換性

について計画的に行なわねばな り'ません。 これをデザインの面か ら解決す る

ためには、企業内の生産技術や標準化の実態を把握 していなければなりませ

ん。

企業が自社内にデザイン部門を持つ理由は以上につきる訳ではありません

が、主たる要件 と考えて良い と思います。

各企業が自社内にデザイナーを持ち、デザイン部門を常設 してきましたの

でフリーランスデザイナーへの製品デザインの依頼は減ってきましたが、逆

にパッケージやディスプレーの依頼が増えてお ります。さらに社内にデザイ

ナーを持つ企業 も開発デザインやコーポレー トアィデンテイ・のデザインは外

部に依頼した りしますので、フリーランスが廃れると云 う事は考えられませ

ん。ウェスティングハウスは社内にデザイナーを30名 も持 ちながら、外部の

著名なデザイン事務所 と長期契約を結んで雇用デザイナーの欠点を補ない、

効果をあげてお ります。一方フリーランスデザイナーの態度 も変ってきたこ

とが認められます。かつてはデザ イナーの理想 とす るところを一方的に解決

したようなデザインが多かったのですが、最近は企業の生産性や市場性を十

分考慮して、企業の実際 と融合したデザインを創るという態度が強 くでてき
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てお ります。

イタリアのデザイナーは芸術的個性の強 さが特徴で、現在で も造形本位の

工芸家に近いような工業デザイナーが多 くお ります。 もっともイタリアでは

工桑デザインの専門家は極 くまれで、多 くは建築家、工芸家、技術家などが

兼業として行なってお りますので本職のビジヨンが工業デザインに影響して

いると考えられます。しかし、この国でも近代工業の発展 とともに工業の目

的 と実際に即 した生産性の高い製品デザインをモッ トーとする工業デザイン

の専門家が進出して、芸術家的なタイプのデザ イナーに とって替わろ うとし

ています。

世界的にみて工業デザ インは流行化 された ものよりアノニマスな安定した

職能にな り、芸術 とか工芸の領域よ りもむしろ現代工業システムと融合 しよ

うとして、現代技術の方向に接近 していると云 えましよう。 しか し、工業デ

ザ インは機能性 と生産性だけで完成されるものでな く、造形性についても満

足 されな くてはならないことは当然です。製品の外観は内部の機構、性能を

外部に表わした ものでありますが、さらに創造者の思想を表現したものと云

えましよう。それは感覚を通 じて人間精神の生産に寄与するものであり、生

活文化の形式に不可欠の ものです。 このような人間精神に強 く働きかける力

は、商品性に対 して も強い影響を及ぼします。北欧の家具やイタリアの自動

車が多 くの人達に好まれるの もその高い造形性を抜 きにしては考えられない

でしよう。世界の良 きものをみて、我 々デザイナーは現代技術の収得 もさる

ことなが ら、 もっと造形について高い感覚を持つ必要を痛感 させ られまし

た。

2企 業内のデザイン組織

企業が工業デザインを必要としたとき、これを採 り入れる方法は各様考え
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られますが、その方法はデザ インの必要度 と頻度によって定められます。企

業としては当然最小の費用で最大の効率をあげることを目標とします。一般

的にみて企業の扱 う品種やデザインの頻度が少ない場合には外部のデザイナ

ーを利用する方が効果があります。扱 う品種が多 くな り、デザイン頻度が増

してくると社内にスタッフデザィナーを置 く方が効率が高 くな ります。そこ

で大企業になると社内にデザ イン部門を設けるところが多 くな ります。 この

場合その組織の形式は大別すると2通 りにな ります。それは企業のデザ イン

を1部 門で処理する集権的な方法と、事業場単位に分散して行なう分権的な

方法です。一例として社内にデザイン部門を持つ世界の大 きな企業の状態を

みますと次の通 りです。

デザイン組織の分権制

デザイン組織の集権制

フィリップス社

GE社

松下電器

GM社

ウ ェス チ ン グ ハ ウス

東 芝

日立

どちらをとるかは企業の基本方針、体質、規模によって定 まるのですが、

各社をみますと企業自体が分権制をとっているところではデザイン組織 も分

権制をとり、集権制のところではデザイン部門 も集権的であるようです。 こ

れはデザイン部門がその決定の実質的な最高責任者に最 も近い位置に属す る

方が経営上望ましいか らと云えましよう。ただしGMで は生産については車

種別に分権制をとってお りますが、デザインについては集権をとってお りま

す。これは自動車のデザインの良否が企業の運命を左右す る程重要な要素で

あるため、デザインの決定は中央の トップマネジメン トが行なうことになっ
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ているか らとい うことです。GMの デザ イン部門は中央のテクニカルセンタ

ーに配置 されてお り、ここで会社の全デザインを処理してお ります。

GMTス タイリング部組織図
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デザインはデザイナーの置かれている組織によって大 きな影響を うけると

考え られます。デザイナーはデザインの決定者 と所属す る部門の方針や性格

の影響を強 く受けますか ら、例 えばデザイナーが工場長の下に属す る場合は

造る立場に立 ったデザインが創 られます。そのデザインは概して造 り易いが

売 りにくい ものが出来るでしよう。 もし営業部長の下にあれば売 り易 く造 り

に くい ものが生まれるでしよう。一般的にみてデザイナーは造 る立場の強い

場に位置づけられますから、 「造るためのデザイン」 の傾向が 強 くな りま

す。造 るためのデザインとは技術や材料の可能性を狭 くとって、あくまで過

去の経験 と現在での可能性に固執する傾向にな ります。したがって開発性の

少ないデザインが生まれ る可能性が強いと云えます。そこで製品の り、デザ
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インは生産の場に近い位置にあるデザイン部門の方が有利にな りますが、開

発性の強いデザ インは市場、販売、製造の立場を等分に見わたせる位置にあ

ることが望ましいと思います。

フリーランスデザィナーが比較的開発デザインに力を発揮するの もこのた

めといってよいで しよう。

ウエスチングハウスでは開発デザインを促進するために外部のデザイナーを

コンサルタン トに しています。

3デ ザイン部門の規模

企業内のデザイン部門の人的規模はデザインの必要度によって自か ら定ま

ります。すなわち企業の期待す るデザインの質 と量が十分に消化され、且つ

これを最少の費用を もって行な うことにあ ります。一例として数社のデザイ

ン組織の人的規模をみます とおおむね次の通 りにな ります。

企 業 名1騰 形態デザ・ナ鐓

ブ イ リッ プ ス 分 権 制 約60

松 下 電 器 〃 〃99

早 川 〃 〃58

GM集 権 制 〃150

ウエ ス チ ン グハ ウス 〃 〃30
一

日 立 〃 〃36

東 芝 〃 〃53

三 洋 〃 〃100

ビ ク タ ー 〃 〃30

コ ロ ン ビ ア 〃 〃21

(1963年 度 の 調査 に よ る)

日本の企業が外国に比べZ扱

う品種の割にデザイナーの数が

比較的に多いのが分か ります。

これの主たる原因は先ず日本の

企業がモデルチエンジを頻繁に

行なうからと思われます。さら

に影響 していると思 う要因をあ

げると次の通 りにな ります。

H)デ ザイナーの経験年数が平約

して少ないのでデザインを一人

前にで きる中堅層が少なく、ア

シスタン ト級が多い。
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(ロ)熟 練したデザイナーは主 としてマネジメントにたず きわってしまいデザイ

ンの制作 は主としてその下のクラスの者が行な う,ため能率が悪 くなる。

の デザイン組織内の職能が専門化されてないため、一人のデザイナーがアイ

デアか らドラツ トまで行なうような方法に も問題があるρ

海外のデザ イン部門では創造面を主 としてあつか うデザイナーと、その補

助的な役 目のアシスタン ト及び ドラフ トマン等に分かれてお り、中堅デザ イ

ナーは主として創造面 と、まとめに専念 している。

E=)外 国ではプロダクトプランニングの専門家がいてTザ イナーと協同で仕事

を進めていくが、 日本ではプロダクトプランニングに関す る部門の専門化が

行なわれていない処が多い。そこでデザイナーはプロダクトプランニングの

分野にまでオーバーラップして仕事をしなければならな くなる。それで効果

をあげていることも事実であるが、このために中堅デザ イナーがプロダクト

プランニングに時間をとられてデザイン制作に手がす くということが多い。

ウエスチングハウス社は大企業にかかわらず社内に34名 のデザ イナーしか

おりません。ここでは企業の要請するデザインを最大の効率を最少の費用で

行なうには企業内でのスタッフデザイナーでは満足に行 なえ ない と して、

34名のスタッフデザイナーに外部のコンサル タン トデザ イナーを加えた協同

組織をとっております。

ウ エ ス チ ン グハ ウス 社 デ ザ イ ン部 門組 織 図1
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ス タ ッフデ ザ ィナ ー は主 と して 製 品 の リデ ザ イ ン を行 な い
、 コン サ ル タン

トデ ザ イナ ー は専 らア ドバ ン ス デ ザ イン と コ レ゚ー トア イデ ン テ ィの た め

のデ ザ イ ン を行 な い ます 。 き らに必 要 に応 じて ス タ ッフデ ザ イ ナー の リデ ザ

インへ の ア ドバ イス をす るよ うです 。 日本 で もこの よ うな 例 をみ る こ とが で

きます が 、 ど ち らか と云 う とコ ンサ ル タ ン トは教 師 的 立 場 が 多 くて完 全bz組

織 化 され て は い な い の で は な い で し よ うか 。

4工 業 デ ザ イ ナ ー の育 成 と採 用

レー モ ン ドロー イの パ リの 事 務所 で は 約40名 の デ ザ イナ ー を雇 用 して お り

ます が、 そ の ス タ ッフは フ ラン ス 、 オ ラン ダ 、 ス イス 、 ア メ リカな どの 各

国 か ら集 め て お ります 。 ス タ ッフ を各 国 か ら招 い て い るの は 全 ヨー ロ ッパ の

企 業 を相 手 に仕 事 を し たい か らとい って お りま し たが 、一 面 フ ラン ス の デ ザ

イン教 育 の 不足 に よ る と ころ で もあ るよ うで す 。 フ ラ ンス に は デザ イン と称

す る に足 る専 門 学 校 は た っ た1校 しか な く、 そ こで 少 数 の 学生 が フ ラン ス特

有 の 理論 に厚 く実 践 に軽 い教 育 を受 けて い ます 。 それ で もロー イは有 能 な デ

ザ イ ナー を掘 り出 して きます 。 チー フデ ザ イ ナー の ケ リー は最 もお め が ね に

か な った デ ザ イ ナ ー です が 、 彼 もロ ー イが ウル ム造形 大学 で 選 び 出 した とい

われ て い ます 。 個 人 的 な デザ イン事 務 所 では その 長 が 優 れ た デ ザ イナ ー で あ

れ ば その 手腕 を慕 って人 が 集 ま って きます 。 若 い デ ザ イナー は有 名 な デ ザ ィ

ナ厂 の下 で デ ザ イ ン を修 業 して 意欲 的 に 仕 事 を行 な って い ます。 フ イ リ ップ

ス社 で は オ ラ ン ダ本 国 内 の事 業 場 に 所 属 す る ス タ ッフデ ザ イナ ー の場 合 は デ

ザ イン学 校 の 出 身 者 以 外 に 、専 ら工 場 に勤 務 す る エ ン ジ ニ ヤの 申 か ら素 質 の

あ る もの を選 ん で デザ イン業 務 に 当 でて い る よ うです 。 オ ラ ン ダは 工業 デ ザ

インの 専 門 校 が あ りませ ん の で美 術 学 校 の学 生 よ り もエ ン ジ ニ ヤで デ ザ イ ン

感 覚 を もった 者 の 方 が 製 品 デザ イン には 適 して い る と云 って お ります 。
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GMは 国別を問わず有名なデザイナーを集 めており、日本のデザイナー も

2人 お りました。GMは ニユーヨークの プラット造形大学やロスのアー.トセ

ンタースクールなどと密接に提携 していて、普段は企業よ り学校にデザイン

資料 などを提供 して援助してお り、卒業時にはGMの 幹部が直接に大学 に乗

りこんで学生の制作品を見なが ら必要な才能を見つけだして引き抜いていく

そうです。スタッフデザ イナーの育成についての社内教育のようなものにつ

いてはあまり情報 を得 られませんでした。一般的にみて日本の企業は雇用 し

ているスタッフを如何に育てるかに苦心しますが、欧米では優れた才能を如

何に採用す るかに努めていると云えましよう。これは一面企業の待遇、制度

の問題でもある訳です。欧米は主 として能力本位であ り、企業の制度 も職階

制でm給 が中心にな ります。終身雇用制や学歴年功序列的な性格は日本に

比べてはるかに弱いので企業間の移動 も楽に行なわれるのです。むしろ専門

家は有能 さを示すのに熟練 と経験の尺度 として自己の仕事の成果 とか、勤め

てきた企業によって示す くらいです。企業は社内の職能を充実 きせ るために

は外部か らどしどし引き抜きます。逆に内部に不適格な ものがおれば格下げ

や退職にしますか ら、スタッフは常に競争心をあお られて意欲的に仕事をせ

ざるを得ないといった具合です。このことはデザ インの分野で も同様に大変

厳しいようです。特に米国の企業は常にパイオニア精神と競争の原則によっ

て支えられていると云えましよう。日本ではまった く反対といってよく、そ

のためにスタッフの能力を高める方法として、人の入れ替えや、外部からの

補充を行なうことは大変困難です。そこで良 き才能を確保するためには、先

ずそれにたずさわ っている人を育成していかなければなりません。社内教育

訓練の必要 もここか ら生まれてくると考えてよいで しよう。

以上は昨年40日 間の駆足で欧米の主要都市を回った時に見聞した時の印象

をまとめたものです。
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